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【目的】最近我々は、N-ホモアリル及び N-ペンテニルウレア誘導体が、Pd(TFA)2, 

bissulfoxide 配位子の組み合わせにより、π-アリル錯体を形成後、分子内環化が

進行し環状ウレアが生成することを明らかとした。この環化反応は加水分解後、1，

2-、及び 1，3-ジアミンを与え、しかもそのアルケン側鎖上に置換基が存在しても

影響を受けず進行するため、生理活性化合物の合成に有用といえる。そこで置換

基の影響による環化の立体選択性について検討することとした。 

【方法・結果】N-ホモアリルウレア誘導体は、aza-Cope 転位を利用し、N-ペンテ

ニルウレア誘導体は、プロペニル基を有するケトン体から合成した。N-ホモアリ

ルウレア誘導体の環化反応は、10 mol% Pd(TFA)2、10 mol% (PhSOCH2)2用い、PhBQ

存在下、THF 中 45℃に加熱することで 53～93％の収率で目的物を得ることができ

た。一方、N-ペンテニルウレア誘導体の環化反応では、加えて MS4A を添加するこ

とで 46～83%で目的物を与えた。その立体選択性は N-ペンテニルウレア誘導体で

は R1 置換基によらず高いアンチ選択性を示すのに対して、N-ホモアリルウレア誘

導体では、R1 置換基が芳香族でその選択性が逆転した。なお、N-ペンテニルウレ

ア誘導体では、R２置換基の立体配置の影響についても報告予定である。 

 


